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培養口腔粘膜上皮シート移植術 (COMET) 

～再生医学的手法を用いた角膜疾患治療～

光を、もういちど

患者の口腔粘膜から取った細胞を培養し、培養口腔粘膜上皮シートとして、患者の角膜表面に移植する。

最良矯正視力/ 眼表面重症度スコア
※CF：指数弁（0.004）、 HM：手動弁（0.002）
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治療方法

目的

①視力低下 ③ 眼表面の癒着②上皮欠損

結果

培養自家口腔粘膜上皮シート移植を用いた難治性角結膜疾患に対する眼表面再建術の有効性と臨床経過の検討

実用化に向けたロードマップ対象疾患

① スティーブンス・ジョンソン症候群（SJS）
② 眼類天疱瘡
③ 重症熱・化学腐食
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